
 

 

第１学年１・２組     道徳科学習指導案 

 

１ 主題 すきかきらいかでなく Ｃ（１１）公正、公平、社会正義 （本時１／１）     

２ 本時の目標  

 ・好きか嫌いかで態度を変えるのではなく、公正、公平に接しようとする心情を高める。                      

３ 展開          （主体的・協働的な学びにかかわる教師の活動はアンダーライン）  

段階 児童の活動 教師の活動 
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振り返る 

(4) 

 

 

 

 

１ 誰にでも同じ態度で接することがで

きているか、自分の経験を振り返る。 

 

 

 

 

２ 本時の学習課題を把握する。 

 

 

３「あしたはえんそく」の範読を聞き、

話し合う。 

① うさぎさんに、「おとなりはいや。」

と言われたぞうさんとさるさんは、ど

んな気持ちだったでしょう。 

 

 

 

 

 

②大好きなねこさんに「おとなりはい

や。」と言われて、うさぎさんはどん

なことを考えたのか、役割演技を通し

て考える。 

 

 

 

 

 

４ 好きか嫌いかですることを変える

のは、どうしてよくないのでしょう。 

 

   

・「誰にでも同じようにすることができてい

ますか。」と発問する。 

・意見が出ないときには、「席替えで、仲良

しの人が隣に来たときは。」「さっき喧嘩し

たとして、その人が隣にきたときは。」と

問いかける。 

 

 

 

・学習課題を板書する。 

・「嫌な気持ち」だけではなく、うさぎさん

に対してどんな気持ちになるのかを考え

させる。 

・ぞうさんやさるさんと、うさぎさんの表情

がわかる挿絵を提示する。 

・考えたことをワークシートに書かせる。 

・チームで伝え合う時間を設け、思いつかな

い子は、友達の意見をしっかり聞くよう助

言する。 

・うさぎさんの気持ちを考えるために、役割

演技をすることを伝える。 

・自分や、友達の役割演技を通して考えた事

をワークシートに記録する。 

・チームの友達にアドバイスや、助言を求め

てもよいことを確認する。 

・ワークシートには、いくつ考えを書き加え

てもよいことを伝える。 

・友達の考えを聞いて、自分も同じ思いをも

ったときは、それを書いてもよいことを伝

える。 

・学習課題を確認し、それに沿ったキーワー 

ドを出し合い、振り返りをするよう伝える。 

・机間指導をし、公正公平に接することや友

達とのかかわりに触れた振り返りを把握

し、指名する。 

４ 評価 

・誰に対しても、同じように話したり接したりしようという心情を高めることができたか。             

（活動３・４の発言・ワークシートより） 

 

・体が大きいのはしょうがないよ。 

・おしゃべりだと嫌なの？どうして？ 

・うさぎさんだっておしゃべりじゃん。 

・誰だったらいいの？ 

すきか きらいかで する ことを かえるのは、どうして よく ないのでしょう。 

 

・わたしはねこさんのとなりがよかっただけ

なのに。 

・「嫌」って言われるのは、こんなに嫌な気

持ちなんだな。 

・仲良しが来たら嬉しい。 

・ケンカしたての人が来たら、気まずい。 

・じぶんがいやなことは、人にもしちゃいけ

ないから。 

・じぶんの気持ちを押し付けると、正しくて

も嫌な気持ちになることがあるから。 



 

 



 

 

 


